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一　

は
じ
め
に

　

中
世
末
期
の
源
氏
学
を
支
え
る
存
在
と
し
て
九
条
稙
通
を
あ
げ
る
こ
と
に
異

を
唱
え
る
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
三
条
西
実
隆
を
外
祖
父
に
持
つ
稙
通
は
、

三
条
西
家
の
学
問
を
吸
収
し
、
細
川
幽
斎
に
そ
の
源
氏
学
を
託
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
稙
通
の
後
裔
で
あ
る
近
世
期
の
九
条
家
は
、
摂
家
の
中

で
も
近
衛
家
と
違
い
文
学
面
で
あ
ま
り
目
立
っ
た
存
在
で
は
な
い
。

　

今
回
、
源
氏
物
語
・
源
氏
学
が
九
条
家
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
表
す
資
料

を
見
い
だ
し
た
の
で
、
そ
の
筆
者
・
幸
家
（
稙
通
の
孫
）
お
よ
び
九
条
家
の
源

氏
物
語
と
の
関
係
を
、
周
辺
資
料
と
併
せ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
、
後
半
で
現

在
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

二　

幸
家
の
源
氏
物
語
享
受

返
し
伝
受

　

九
条
稙
通
（
一
五
〇
七
～
一
五
九
四
）
は
子
を
儲
け
な
か
っ
た
の
で
、
二
条
家

か
ら
兼
孝
を
迎
え
た
。
そ
の
兼
孝
の
子
が
幸
家
（
一
五
八
六
～
一
六
六
五
）
で
あ

る
。
最
初
忠
栄
と
名
乗
り
、
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
に
幸
家
と
改
名
し
て
い

る
（
以
下
、
本
稿
の
地
の
文
で
は
寛
永
八
年
以
前
で
も
幸
家
を
用
い
る
）。
こ

の
稙
通
か
ら
幸
家
へ
、
実
は
源
氏
伝
受
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
早
く
、

井
上
宗
雄
氏
が
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
後
期⑴
』
に
「（
天
正
二
十
年
―

引
用
者
注
）
十
一
月
源
氏
三
ケ
口
決
を
将
来
忠
栄
に
伝
授
す
べ
く
、
賀
茂
社
の

森
左
京
大
夫
に
預
け
（
弘
文
荘
書
目
43
）」
と
触
れ
て
お
ら
れ
る
。
現
在
、『
弘

文
荘
待
賈
古
書
目⑵
』
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
て
お
り
、
確
か
に
「
九
条
稙
通
自
筆
預

け
状
〈
天
正
廿
年
十
一
月
廿
七
日
／
森
左
京
大
夫
宛⑶
〉」
一
幅
が
確
認
で
き
、

「
為
可
伝
受
右
近
衛
中
将
忠
栄
預
置
者
也
」
と
し
て
、
稙
通
の
法
名
で
あ
る
恵

空
の
署
名
と
宛
書
「
神
主
森
左
京
大
夫
殿
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
幸
家

へ
の
「
返
し
伝
受
」
を
す
る
よ
う
、
森
左
京
大
夫
に
預
け
た
の
で
あ
る
。「
右

近
衛
中
将
」
と
あ
る
が
幸
家
は
天
正
二
十
（
一
五
九
二
）
年
に
は
七
歳
で
あ
り
、

源
氏
伝
受
を
そ
の
ま
ま
受
け
ら
れ
る
年
齢
で
は
な
く
、
か
つ
八
十
歳
を
越
え
た

稙
通
が
い
つ
ま
で
も
待
て
る
訳
も
な
い
。
第
三
者
に
預
け
、
返
し
伝
受
を
行
わ

ざ
る
を
得
な
い
理
由
は
こ
こ
に
明
白
で
あ
る
。

　

こ
の
返
し
伝
受
に
相
当
す
る
書
状
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家
旧
蔵
本

「
源
氏
物
語
三
箇
秘
事
切
紙
等
」
七
点
（
九
・
一
六
四
〇
）
の
中
に
あ
る
。
竪
紙

一
通
（
三
五
・
六
×
五
三
・
一
セ
ン
チ
）
で
文
面
は
以
下
の
通
り
。

　
　

源
氏
物
語
三
ケ
秘
決
三
光
院
殿
被

　
　

奉
授　

東
光
院
禅
定
殿
下
以

九
条
幸
家
と
源
氏
物
語

―
源
氏
切
紙
と
幻
の
絵
巻

―

杉
　
　
本
　
　
ま
ゆ
子
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御
相
伝
之
正
説
奉
授

　
　

九
条
殿
下
訖
被
守
此
道
法
度

　
　

努
々
不
可
有
漏
脱
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森
左
京
大
夫

　
　
　

元
和
五
年
三
月
十
日　
　
　

賀
茂
尚
久
（
花
押
）

　

こ
れ
に
よ
り
い
つ
返
し
伝
受
が
行
わ
れ
た
か
が
明
確
に
な
る
。
同
七
点
の
中

に
は
、

　
　

や
う
め
い
の
す
け
な
る
人

　
　
　

楊
名
は
た
ゝ
名
は
か
り
と
い
ふ
儀
也

　
　
　

職
掌
も
な
く
得
分
も
な
き
を
い
へ
り

で
始
ま
り
、「
ね
の
こ
は
い
く
つ
か
ま
い
ら
す
へ
か
ら
ん
」「
さ
ふ
ら
ひ
に
と
の

ゐ
も
の
ゝ
ふ
く
ろ
」
と
す
る
三
箇
条
、
つ
ま
り
右
伝
受
状
で
「
三
ケ
秘
決
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
伝
受
切
紙
（
一
通
）
も
あ
る
。
こ
れ
は
天
正
二
年
に
三
条
西
実

澄
（
実
枝
）
よ
り
稙
通
へ
送
ら
れ
た
切
紙
の
写
し
で
あ
る
。
伊
井
春
樹
氏
編
『
源

氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典⑷
』
で
は
「
源
氏
物
語
三
箇
大
事
切
紙
」
と
し
て
、

近
世
末
期
の
写
本
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
の
こ
の
切
紙
の

も
っ
と
も
筋
の
良
い
も
の
は
、「
古
今
伝
受
資
料
」（
書
陵
部
蔵　

五
〇
二
・
四

二
〇
）
中
の
細
川
幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
に
送
ら
れ
た
一
式
に
含
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
が
、
年
次
及
び
授
受
者
が
確
定
す
る
源
氏

伝
受
切
紙
と
し
て
は
筋
の
よ
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
賀
茂
尚
久
に
関
し
て
は
、「
賀
茂
社
家
系
図⑸
」
に
そ
の
名
が
見
え
、「
神

主
／
従
四
位
下
／
慶
松
／
左
京
大
夫
」「
元
和
七
年
四
月
七
日
／
卒
年
五
十
」

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
元
亀
三
（
一
五
七
二
）
年
生
ま
れ
と
な
り
、
天
正
二
十

年
に
は
二
十
一
歳
の
若
年
で
あ
り
な
が
ら
、
忠
栄
の
為
に
伝
受
を
預
け
る
に
ふ

さ
わ
し
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
（
も
っ
と
も
若
く
な
け
れ
ば
幸

家
が
成
人
し
伝
受
を
受
け
る
ま
で
命
が
保
た
な
い
が
）。
な
お
、
同
系
図
で
は

尚
久
孫
の
維
久
の
項
に
「
号
森
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
『
大
日
本
史
料⑹
』
第
一
〇
編
之
二
五
冊　

天
正
二
年
閏
十
一
月
十
九

日
状
に
引
用
の
馬
場
家
文
書
等
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。

源
氏
物
語
竟
宴
記

　

ま
た
前
出
「
源
氏
物
語
三
箇
秘
事
切
紙
等
」
に
は
幸
家
が
「
源
氏
物
語
竟
宴

記⑺
」
に
関
し
て
尋
ね
た
勘
返
状
（
三
一
・
八
×
四
三
・
一
セ
ン
チ　

竪
紙
一
通
）

も
あ
る
。
日
次
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
署
名
は
「
忠
栄
」
と
な
っ
て
い
る
。「
源

氏
物
語
竟
宴
記
」
は
永
禄
三
（
一
五
六
〇
）
年
十
一
月
、
稙
通
が
三
条
西
公
条

の
源
氏
講
釈
を
受
け
終
わ
っ
た
竟
宴
の
際
に
、
土
佐
将
監
（
光
茂
）
が
描
い
た

紫
式
部
像
に
稙
通
と
公
条
が
記
し
た
讃
（
そ
の
折
の
和
歌
や
連
歌
を
含
む
場
合

も
あ
る
）
を
指
す
。

　

幸
家
は
讃
中
の
語
に
つ
い
て
、「
令
式
部
作
源
氏
物
語
」「
耽
翫
ト
ハ
心
如
何
」

「
猶
手
之
不
廃
」「
元
凱
之
癖
ト
云
心
如
何
」「
不
獲
止
ト
云
心
ハ
…
」
な
ど
、

意
味
や
読
み
を
「
禅
閤
」（
父
・
兼
孝
）
に
問
う
も
の
で
、
幸
家
の
「
源
氏
」

享
受
の
さ
ま
が
窺
え
る
書
状
で
あ
る⑻
。

　

兼
孝
は
、『
図
書
寮
叢
刊　

九
条
家
文
書
』
一⑼
所
収
三
五
（
６
）「
九
条
稙
通

書
状
」
に
よ
り
、
稙
通
か
ら
天
正
二
（
一
五
七
四
）
年
に
所
領
等
を
譲
ら
れ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
書
状
袖
書
に
は
「
源
氏
物
語
・
伊
勢
物
語
・
詠
哥

大
概
・
百
人
一
首
等
聞
書
預
申
候
、
二
所
に
わ
け
て
を
か
れ
て
給
候
へ
く
候
」

と
あ
り
、
源
氏
物
語
等
が
譲
与
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る⑽
。
そ
し
て
同
（
５
）

「
九
条
稙
通
書
状
草
案
」
に
は
「
至
当
家
之
秘
説
者
、
不
残
奥
義
伝
授
申
候
了
」

（
草
案
の
た
め
ミ
セ
ケ
チ
等
が
あ
り
、
訂
正
後
の
文
章
と
思
わ
れ
る
形
で
出
し

た
）
と
兼
孝
に
奥
義
伝
受
を
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
九
条
家
の
本
業
で



― ―94

あ
る
摂
家
と
し
て
の
除
目
や
即
位
な
ど
に
関
す
る
秘
説
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と

が
、
後
年
幸
家
へ
の
返
し
伝
受
を
計
画
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
推
測
で
き
よ
う
。

こ
の
時
ま
だ
幸
家
は
誕
生
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
文
学
に
関
し
て
は
稙
通
は
兼

孝
に
託
す
気
が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

兼
孝
に
問
う
て
い
る
時
点
で
、
こ
の
「
源
氏
物
語
竟
宴
記
」
の
勘
返
状
は
源

氏
伝
受
の
内
容
に
関
わ
る
秘
匿
性
の
高
い
も
の
で
は
な
く
一
般
的
な
レ
ベ
ル
で

あ
り
、
か
な
り
若
年
の
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
下
積
み
が

あ
っ
て
、
三
箇
秘
事
切
紙
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

幸
家
か
ら
道
房
へ

　

幸
家
の
源
氏
伝
受
は
息
・
道
房
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。
前
出
「
三
箇
秘
事
切

紙
」
は
、
相
伝
部
分
を

　
　

右
源
氏
物
語
三
ケ
秘
決
以
相
伝
之
正
説
令
授
右
大
将
道
房
卿
訖
被
守
此
道

　
　

法
度
努
々
不
可
有
漏
脱
者
也

　
　
　
　

寛
永
十
二
年
正
月
十
一
日
従
一
位
（
幸
家
花
押
）

と
変
え
伝
受
さ
れ
た
。
包
紙
に
も

　
　

此
源
氏
物
語
三
ケ
秘
事
者
自
／
大
殿
〈
忠
栄
公
／
改
幸
家
〉
令
伝
授
之
説

　
　

／
于
時
寛
永
十
二
年
正
月
十
一
日　

右
大
将
藤
道
房

　
　
　

被
授
東
光
院
入
道
殿
下
三
光
院
／
前
内
府
三
ケ
秘
事
一
帋
加
置
之
／
尤

　
　
　

可
秘
蔵
者
也

　
　
　
　
　

正
保
三
年
正
月
四
日　

左
大
臣
（
道
房
花
押
）

と
あ
る
。『
道
房
公
記
』（
書
陵
部
蔵　

九
・
五
一
一
九
）
寛
永
十
二
年
正
月

十
一
日
条
に

　
　

今
日
大
殿
源
氏
物
語
三
ケ
秘
事
令
伝
余
了
〈
此
伝
受
相
続
次
第
、
三
条
西

　
　

三
光
院
■
令
伝
東
光
院
殿
下
、
被
殿
下
令
伝
賀
茂
神
主
ー
ー
給
『
是
大
殿

　
　

其
比
幼
年
御
仍
仮
令
伝
被
者
給
大
殿
御
成
年
之
後
可
申
上
之
由
也
』〉
賀

　
　

茂
神
主
ー
久
令
伝
大
殿
以
此
説
大
殿
、
今
日
伝
余
給⑾

と
あ
る
。
道
房
は
こ
れ
に
続
け
て
こ
の
日
「
即
位
秘
事
伝
受
」「
除
目
等
之
秘

説
記
」
を
相
続
し
た
こ
と
を
記
す
。
摂
家
と
し
て
重
要
な
そ
れ
ら
と
同
等
、
ま

た
は
そ
れ
以
上
の
も
の
と
道
房
が
捉
え
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

し
か
し
道
房
は
正
保
四
（
一
六
四
七
）
年
正
月
に
薨
ず
る
。
三
箇
秘
事
伝
受

か
ら
十
年
後
の
三
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
道
房
に
は
男
子
が
無
く
、
鷹
司
家
か
ら

養
子
を
迎
え
た
。
兼
晴
で
あ
る
（
正
保
四
年
当
時
七
歳
）。
幸
い
な
こ
と
に
幸

家
が
八
十
歳
の
長
命
を
得
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
後
見
人
と
し
て
十
分
な
差
配
を

行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

幻
の
源
氏
物
語
絵
巻

矢
野
利
長
と
九
条
家

　

近
年
、「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
絵
巻
が
あ
る
。

辻
英
子
氏
が
『
在
外
日
本
絵
巻
の
研
究
と
資
料⑿
』
で
翻
刻
さ
れ
た
石
山
寺
蔵

『
源
氏
物
語
絵
巻
』
末
摘
花
一
巻
、
お
よ
び
そ
の
ツ
レ
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

公
立
図
書
館
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
末
摘
花
二
巻
お
よ
び
帚
木
巻
、

『
源
氏
物
語
と
江
戸
文
化⒀
』
等
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
バ
ー
ク
財
団
源
氏
物
語
絵

巻
断
簡
（
賢
木
巻
）
そ
の
ツ
レ
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
本
（
個
人
蔵
）
を
中
心
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
絵
巻
で
あ
る
の
に
短
縮
し
た
絵
詞
で
は
な
く
、
源
氏
物
語
本

文
を
そ
の
ま
ま
有
す
る
、
特
色
あ
る
絵
巻
で
あ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
八
年
五
月

二
一
日
～
七
月
二
一
日
、
こ
の
ツ
レ
で
あ
る
桐
壺
（
三
巻
）
が
蓬
左
文
庫
に
て

公
開
さ
れ
、
現
在
徳
川
美
術
館
で
調
査
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
「
絵
巻
」（
以
下
、
こ
の
「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
称
さ
れ
る

も
の
を
「
絵
巻
」
と
略
す
）
の
う
ち
、
早
く
か
ら
存
在
を
知
ら
れ
て
い
た
石
山
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寺
本
・
ス
ペ
ン
サ
ー
本
は
、
辻
英
子
氏
編
『
日
本
絵
巻
物
抄
―
ス
ペ
ン
サ
ー
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
―⒁
』
の
写
真
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
末
摘
花
巻
に

は
　
　

右
之
端
十
六
行
者
四
辻
中
将
季
賢
朝
臣
自
筆

　
　

書
継
已
下
賀
茂
県
主
西
池
杢
助
季
通
筆

と
あ
り
、
帚
木
巻
に
は

　
　

詞
書　

右
馬
頭
源
利
長
筆

と
あ
る
。

　

ま
た
『
源
氏
物
語
と
江
戸
文
化
』
収
載
の
稲
本
万
里
子
氏
論
文
中
の
売
立
目

録
に
よ
れ
ば
賢
木
巻
に
は

　
　

此
巻
端
十
九
行
者　

随
心
院
前
大
僧
正
栄
厳
御
自
筆

　
　

書
続
者　

右
馬
頭
源
利
長
筆

と
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
小
嶋
菜
温
子
氏
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
「
絵
巻
」

の
概
要⒂
に
よ
れ
ば
、
桐
壺
巻
に
は
、
幸
家
と
遍
照
院
良
淳
が
筆
者
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

栄
厳
は
幸
家
の
子
で
道
房
の
同
母
弟
、
随
心
院
門
跡
で
あ
る⒃
。
そ
の
後
を
書

き
継
い
で
い
る
源
利
長
に
つ
い
て
は
稲
本
氏
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

が
、『
地
下
家
伝⒄
』
九
条
家
諸
大
夫
の
項
に
載
る
矢
野
利
長
で
あ
る
。
ス
ペ
ン

サ
ー
本
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
万
治
三
年
銘
の
「
矢
野
俊
長⒅
」
に
も
合
致
す
る
。

　
『
地
下
家
伝
』
に
よ
れ
ば
、
利
長
は
慶
長
十
六
（
一
六
一
一
）
年
生
、
延
宝
五

（
一
六
七
七
）
年
没
。
寛
永
十
一
（
一
六
三
四
）
年
六
月
に
従
五
位
下
、
右
馬
権

助
と
な
り
、
こ
の
年
に
藤
原
か
ら
源
に
本
姓
を
改
め
、
慶
安
五
（
一
六
五
二
）

年
二
月
（
こ
の
年
九
月
に
承
応
に
改
元
）
に
右
馬
権
頭
に
な
り
、
明
暦
元

（
一
六
五
五
）
年
六
月
二
十
五
日
に
右
馬
頭
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
寛
文
五

（
一
六
六
五
）
年
に
美
作
守
を
兼
ね
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
承
応
頃
の

九
条
家
家
司
の
中
で
は
、
官
位
・
年
齢
か
ら
、
筆
頭
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
栄
厳
―
利
長
は
九
条
家
と
い
う
深
い
繋
が
り
を
有
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

九
条
家
で
の
利
長
の
役
割
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
が
あ
る
。『
後

光
明
天
皇
崩
御
記
〈
承
応
三
年
〉』
一
巻
（
書
陵
部
蔵　

九
・
四
九
〇
）
は
本
奥

書
に
「
右
一
巻
愚
昧
之
至
雖
恥
後
覧
任
見
聞
之
所
及
／
令
走
禿
筆
了
猶
漏
脱
多

端
之
偽
可
重
尋
／
記
者
也
／
承
応
三
〈
甲
午
〉
年
／
十
二
月
上
旬
正
五
位
右
馬

権
頭
源
利
長
」
と
あ
る
。
前
関
白
で
あ
る
幸
家
（
元
和
九
年
か
ら
三
十
年
間
、

前
関
白
・
散
位
の
ま
ま
）
と
、
わ
ず
か
十
四
歳
の
当
主
兼
晴
に
代
わ
り
、
天
皇

崩
御
に
際
し
て
見
聞
き
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
九
条
家
に

伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
利
長
が
信
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
利
長
の
自
筆
資
料
と
し
て
「
九
条
輔
実
元
服
次
第
」（
書
陵
部
蔵　

二
〇
八
・
一
〇
四
六
）
が
あ
る
。
奥
書
写
真
を
論
文
末
に
掲
示
し
た
。
前
出
ス

ペ
ン
サ
ー
本
の
帚
木
巻
詞
書
写
真
と
比
較
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
絵
巻
」

は
仮
名
書
き
、
元
服
次
第
は
漢
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
延
宝
四
（
一
六
七
六
）

年
と
二
十
年
ほ
ど
後
、
六
十
六
歳
の
筆
跡
で
、
雰
囲
気
は
か
な
り
異
な
る
。
し

か
し
、
悪
筆
で
は
な
く
、
書
写
を
任
さ
れ
る
の
に
問
題
な
い
水
準
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、
帚
木
巻
奥
書
「
詞
書　

右
馬
頭
源
利
長
筆
」
は
末
摘
花
巻
の
季
賢
・

季
通
筆
の
奥
書
と
同
筆
で
あ
る
の
で
利
長
自
筆
と
は
考
え
が
た
く
、
自
署
と
の

比
較
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

「
絵
巻
」
の
成
立

　

従
来
、「
絵
巻
」
の
成
立
指
標
は
、
四
辻
季
賢
の
官
歴
の
「
中
将
」
で
あ
る

期
間
に
あ
り
、
正
保
四
（
一
六
四
七
）
年
以
降
万
治
三
（
一
六
六
〇
）
年
ま
で
と

す
る
の
が
通
説
で
、
近
年
の
田
口
榮
一
氏
「「
末
摘
花
」
絵
巻
に
お
け
る
物
語
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の
絵
画
化
―
源
氏
絵
場
面
選
択
の
意
識
と
そ
の
造
形
化
の
一
考
察⒆
」
に
お
い
て

も
そ
う
記
さ
れ
て
い
た
。

　

な
お
、
季
通
は
「
元
禄
六
年
八
朔
／
卒
年
七
十
五
」
と
「
賀
茂
社
家
系
図
」

に
あ
る
の
で
、
一
六
一
九
年
（
元
和
五
）
の
生
ま
れ
で
、
利
長
よ
り
八
歳
年
少

で
あ
る
。

　

四
辻
季
賢
の
履
歴
を
『
公
卿
補
任
』
で
確
認
す
る
と
、
明
暦
元
年
六
月
十
四

日
に
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
左
近
中
将
如
元
）。
つ
ま
り
こ
れ
以
降
季
賢

は
「
宰
相
中
将
」「
四
辻
宰
相
」
な
ど
参
議
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
呼
び
名
に

な
る
の
が
通
例
に
な
り
、
格
下
の
「
中
将
」
の
み
の
呼
称
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

よ
っ
て
、
季
賢
筆
と
す
る
奥
書
か
ら
は
明
暦
元
年
六
月
以
前
と
考
え
る
べ
き
な

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
す
で
に
利
長
の
任
右
馬
頭
は
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年
六
月
二
十
五

日
で
あ
る
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
新
出
の
桐

壺
巻
に
は
「
明
暦
元
年
」
の
奥
書
が
あ
る
と
さ
れ
る⒇
。
こ
れ
に
よ
っ
て
制
作
年

次
の
問
題
は
一
応
の
決
着
を
見
る
訳
で
あ
る
が
、
四
辻
季
賢
の
問
題
を
少
し
考

え
て
み
た
い
。

　

現
存
の
巻
か
ら
少
な
く
と
も
賢
木
巻
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
の

「
絵
巻
」
は
注
文
主
の
楽
し
み
の
為
に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
や
は
り

贈
答
品
と
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
贈
答
品
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
す
る
と
、
詞
書
筆
者
お
よ
び
そ
の
人
物
の
官
位
も
贈
答
品
の
格
を
定
め

る
も
の
と
な
る
。
そ
の
と
き
に
、
四
辻
季
賢
の
参
議
昇
進
を
記
さ
な
い
こ
と
が

あ
ろ
う
か

―
。
明
暦
元
年
六
月
十
四
日
以
前
に
、
こ
の
季
賢
が
担
当
し
た
末

摘
花
巻
は
表
装
直
前
ま
で
進
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

調
整
者
（
制
作
統
括
者
）
た
る
奥
書
筆
者
の
も
と
に
末
摘
花
巻
が
届
い
て
後
、

利
長
が
お
そ
ら
く
一
ヶ
月
は
遅
れ
て
帚
木
巻
や
賢
木
巻
を
仕
上
げ
た
こ
と
に
な

る
。
桐
壺
巻
奥
書
に
あ
る
と
い
う
明
暦
元
年
は
、
ま
さ
し
く
他
の
巻
の
制
作
年

を
も
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
絵
巻
」
詞
書
筆
者
に
つ
い
て

　

栄
厳
と
矢
野
利
長
が
担
当
し
た
「
絵
巻
」
の
賢
木
巻
お
よ
び
帚
木
巻
は
、
当

然
の
こ
と
と
し
て
九
条
家
の
差
配
で
あ
ろ
う
。
前
半
数
行
～
一
丁
分
程
度
を
貴

人
が
書
き
、
そ
れ
以
降
を
そ
の
家
の
家
司
層
が
書
く
と
い
う
の
は
極
め
て
自
然

で
、
数
多
の
「
藤
原
定
家
監
督
本
」
と
同
じ
形
態
で
あ
る
。

　

稲
本
氏
は
前
出
論
文
で
「
当
時
の
権
力
者
に
よ
っ
て
大
規
模
な
源
氏
絵
制
作

が
企
画
さ
れ
た
時
、
帚
木
巻
と
賢
木
巻
を
分
担
し
た
の
は
九
条
家
の
当
主
九
条

幸
家
で
あ
り
」
と
さ
れ
る
が
、
九
条
家
に
分
担
制
作
を
命
じ
る
存
在
と
な
れ
ば

天
皇
・
法
皇
で
あ
ろ
う
。
同
書
の
鼎
談
で
は
「
全
体
を
企
画
し
た
の
は
後
水
尾

院
か
東
福
門
院
か
、
そ
の
あ
た
り
を
想
定
し
て
い
ま
す�
」
と
も
稲
本
氏
は
述
べ

て
お
ら
れ
る
。
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、
勅
命
を
受
け
て
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
』
で
筆

者
目
録
が
残
っ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

帚
木　
　

内
大
臣
〈
道
前
公
〉	

行
幸　
　

石
井
前
中
納
言

　

夕
顔　
　

万
里
小
路
前
大
納
言	

蓬
生　
　

東
宮
大
夫

　

若
紫　
　

石
山
前
宰
相	

関
屋　
　

庭
田
前
大
納
言

　

末
摘
花　

豊
岡
三
位	

絵
合　
　

油
小
路
大
納
言

　

葵　
　
　

四
辻
大
納
言	

薄
雲　
　

風
早
前
宰
相

　

榊　
　
　

日
野
中
納
言	

玉
鬘　
　

源
大
納
言

　

須
磨　
　

侍
従
三
位	

胡
蝶　
　

石
山
少
将

　

明
石　
　

新
宰
相
中
将	

常
夏　
　

前
平
中
納
言

　

澪
標　
　

櫛
笥
中
納
言	

野
分　
　

権
大
納
言
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槙
柱　
　

新
大
納
言	

橋
姫　
　

頭
弁

　

藤
裏
葉　

宰
相
中
将	

椎
本　
　

久
世
少
将

　

若
菜
下　

東
宮
権
大
夫	

総
角　
　

新
侍
従
三
位

　

横
笛　
　

石
野
宰
相	

東
屋　
　

七
条
少
将

　

御
法　
　

中
院
少
将	

浮
舟　
　

中
務
大
輔

　

幻　
　
　

治
部
卿	

蜻
蛉　
　

園
池
少
将

　

紅
梅　
　

左
大
弁
宰
相	

手
習　
　

権
中
納
言

　

竹
河　
　

大
原
前
中
納
言	

夢
浮
橋　

帥
宮

当
該
目
録
に
は
、
筆
者
欄
が
空
白
の
巻
名
も
多
く
存
す
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で

省
い
た
。
ま
た
帚
木
巻　
「
内
大
臣
〈
道
前
公
〉」
の
よ
う
に
、
名
が
小
字
で
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
道
前
を
除
き
省
い
た
。
こ
の
目
録
（
懐
紙
を
仮
綴
し

た
も
の
）
が
付
さ
れ
た
源
氏
物
語
（
書
陵
部
蔵　

五
五
四
・
一
三
）
四
十
帖
は
、

列
帖
装
仮
綴
の
状
態
で
御
所
に
伝
来
し
た
本
で
あ
る
。『
柳
原
紀
光
日
記
』（
書

陵
部
蔵　

柳
・
一
二
〇
三
）
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
四
月
十
六
日
条
に
は
「
源

氏
物
語
〈
橋
姫
巻
〉
可
書
進
旨
被
仰
下
、
即
今
日
所
立
筆
也
」
と
あ
り
、
こ
の

時
頭
弁
で
あ
っ
た
紀
光
に
、
禁
裏
（
後
桜
町
天
皇
）
よ
り
仰
せ
が
あ
り
書
写
す

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
一
帖
一
名
で
書
か
れ
て
お
り
、
家
司
層
の
名
が
登
場
す

る
こ
と
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
目
的
に
よ
っ
て
も
代
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、

勅
命
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
内
大
臣
や
親
王
が
書
く
の
が
当
然
で
あ
る
。
残

念
な
が
ら
桐
壺
巻
の
筆
者
は
知
ら
れ
な
い
が
、
夢
浮
橋
が
帥
宮
（
閑
院
宮
典
仁

親
王
）
で
、
当
時
親
王
方
の
中
で
は
も
っ
と
も
座
次
の
高
い
人
物
で
あ
る
。
寄

合
書
に
多
い
巻
頭
巻
末
は
高
位
の
者
が
記
す
形
式
に
則
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

帚
木
が
内
大
臣
と
な
れ
ば
そ
れ
以
上
の
人
物
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

　
「
絵
巻
」
で
は
桐
壺
巻
詞
書
を
幸
家
が
記
し
た
が
、
つ
ま
り
は
筆
者
の
中
で

の
最
高
位
が
幸
家
で
あ
る
こ
と
の
証
明
に
な
ろ
う
。

　

し
か
し
桐
壺
巻
以
外
（
本
来
は
夢
浮
橋
巻
も
で
あ
ろ
う
が
、
現
存
の
絵
巻
が

前
半
し
か
な
い
の
で
不
明
）
に
つ
い
て
は
、
中
将
で
し
か
な
い
四
辻
季
賢
が

十
六
行
書
い
て
西
池
季
通
に
託
す
水
準
の
巻
が
あ
る
の
だ
か
ら
、（
も
ち
ろ
ん
、

現
存
が
確
認
さ
れ
な
い
他
の
巻
に
他
摂
家
の
関
与
が
あ
れ
ば
別
で
あ
る
が
）
勅

命
に
し
て
は
身
分
的
な
偏
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
現
時
点
で
は
九
条
家
が
制
作
主

で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
二
条
康
道
が
関
与
し
て
い
た
場
合

は
、
本
論
文
末
の
系
図
の
通
り
、
幸
家
の
子
で
二
条
家
を
継
い
だ
人
物
で
あ
る

の
で
、
自
家
の
扱
い
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
四
辻
季
賢
と
い
う
い
わ
ば
九
条
家
の
外
の
人
間
が
写
し
た
巻
が
早
く
、

身
分
の
低
い
利
長
が
書
い
た
巻
が
遅
い
と
い
う
こ
と
は
、
九
条
家
で
多
く
の
巻

を
書
写
し
た
証
拠
に
な
ろ
う
。
前
出
書
陵
部
本
源
氏
物
語
が
後
桜
町
天
皇
の
命

に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
、
完
成
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て

も
、
公
家
に
源
氏
物
語
本
文
を
、
そ
れ
も
絵
巻
の
為
の
豪
奢
な
料
紙
に
書
か
せ

る
作
業
は
難
航
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
贈
答
品
は
贈
る
機
を
外
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
よ
っ
て
家
司
の
利
長
が
多
く
の
巻
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
、
と
す
る

の
は
そ
れ
ほ
ど
無
理
な
推
論
で
は
あ
る
ま
い
。

　

九
条
家
は
兼
晴
の
代
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
若
年
ゆ
え
（
明
暦
元
年
に

十
五
歳
・
従
二
位
権
大
納
言
）、
絵
巻
制
作
の
実
質
的
下
命
者
は
幸
家
で
あ
っ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
特
に
五
十
嵐
公
一
氏
「
九
条
幸
家
と
京
狩
野
家�
」

に
よ
っ
て
指
摘
の
あ
る
京
狩
野
家
と
幸
家
の
繋
が
り
を
考
え
る
と
、
幸
家
（
九

条
家
）
が
狩
野
派
絵
師
に
描
か
せ
た
と
す
る
の
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
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四　

幸
家
と
「
絵
巻
」

制
作
の
理
由

　

こ
の
よ
う
な
「
絵
巻
」
を
九
条
幸
家
が
明
暦
元
年
ご
ろ
に
制
作
し
た
理
由
は

何
で
あ
ろ
う
か
。

　

散
位
前
関
白
と
な
っ
て
三
十
年
近
く
、
直
接
的
な
政
治
関
与
が
で
き
な
い
幸

家
の
当
時
の
事
跡
の
う
ち
、
注
目
さ
れ
る
の
は
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
の
記

事
で
あ
る
。

八
月
十
二
日
御
転
任
の
大
礼
行
は
る
。（
中
略
）　

次
に
花
町
式
部
卿
良
仁

親
王
、
九
条
太
閤
幸
家
公
、
同
中
納
言
兼
晴
卿
を
の
を
の
拝
謁
せ
ら
れ
太

刀
目
録
を
献
ぜ
ら
る
（
徳
川
実
紀�
）

　

禁
裏
が
良
仁
親
王
（
花
町
宮
・
後
の
後
西
天
皇
）・
九
条
幸
家
・
同
兼
晴
を
、

慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
に
将
軍
と
な
っ
た
家
綱
の
代
継
を
慶
賀
す
る
た
め
に

差
し
遣
わ
し
た
の
で
あ
る
。
兼
晴
と
家
綱
は
同
い
年
、
こ
の
と
き
十
三
歳
で
あ

る
。
そ
の
翌
年
、
後
光
明
天
皇
の
崩
御
に
よ
り
、
後
西
天
皇
が
即
位
し
た
。
周

知
の
ご
と
く
、
後
光
明
天
皇
崩
後
、
出
家
し
て
い
な
い
後
水
尾
天
皇
の
皇
子
は
、

良
仁
親
王
（
後
西
天
皇
）
と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
識
仁
親
王
（
後
の
霊
元
天
皇
）

だ
け
で
、
霊
元
天
皇
即
位
ま
で
の
中
継
ぎ
と
し
て
擁
立
さ
れ
た
の
が
後
西
天
皇

で
あ
る
。

　

後
西
天
皇
と
幸
家
の
関
係
は
こ
の
時
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
明
暦
元
年
五
月

十
四
日
、
天
皇
の
女
御
で
あ
る
明
子
女
王
が
幸
家
第
で
皇
子
（
後
の
穏
仁
親
王
）

を
出
産
し
て
い
る
（
続
史
愚
抄�
）。
明
子
女
王
は
高
松
宮
好
仁
親
王
女
で
、
後

西
天
皇
即
位
に
よ
り
高
松
宮
は
空
い
て
し
ま
い
、
確
か
に
女
御
の
出
産
に
は
向

か
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
な
ぜ
幸
家
が
登
場
す
る
の
か
。
系
図
を
見
る
と
、

道
房
正
室
の
松
平
忠
直
女
の
き
ょ
う
だ
い
が
明
子
女
王
の
母
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
。
武
家
方
と
の
繋
が
り
で
、
幸
家
と
後
西
天
皇
は
近
し
い
関
係
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。

　

道
房
室
以
前
に
、
幸
家
と
徳
川
家
の
繋
が
り
は
深
い
。
幸
家
室
の
完
子
（
豊

臣
秀
勝
女
）
は
、
浅
井
長
政
女
お
江
与
を
母
に
持
つ
。
お
江
与
は
秀
勝
没
後
、

徳
川
秀
忠
御
台
所
と
な
り
、
東
福
門
院
（
和
子
、
後
水
尾
天
皇
中
宮
）
ら
を
儲

け
た
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
の
一
人
（
勝
姫
）
の
子
が
道
房
室
と
な
る
の
で
あ
る
。

摂
家
と
し
て
は
、
続
け
て
正
室
を
武
家
か
ら
迎
え
て
い
る
点
が
目
に
立
つ
。
な

お
同
時
代
の
近
衛
尚
嗣
（
一
六
二
二
～
一
六
五
三
）
は
後
水
尾
天
皇
の
内
親
王
を

正
室
と
し
て
お
り
、
違
い
は
明
白
で
あ
る
。

　

こ
の
下
向
を
機
に
、
幕
府
と
の
関
係
を
深
め
よ
う
と
試
み
た
結
果
が
「
絵
巻
」

と
な
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
稲
本
氏
が
注
目
さ
れ
た

「
四
葉
葵
文
の
直
衣
を
着
た
貴
族
」
の
絵
に
し
て
も
（
幸
家
の
趣
向
か
、
絵
師

の
趣
向
か
は
と
も
か
く
）
平
仄
が
合
お
う
。

　

よ
り
積
極
的
に
考
え
れ
ば
、
道
房
の
遺
し
た
娘
た
ち
を
徳
川
家
に
、
と
目
論

ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
先
代
将
軍
家
光
の
正
室
は
鷹
司
孝
子
（
本
理
院
、

一
六
〇
二
～
一
六
七
四
）
で
あ
り
、
摂
家
の
女
子
が
御
台
所
に
な
っ
た
先
例
が

あ
る
た
め
で
あ
る
（
顕
子
女
王
の
入
輿
は
明
暦
三
年
で
あ
る
が
、
そ
の
何
年
前

に
婚
約
を
約
定
し
た
か
は
不
明
）。

　

御
台
所
は
妄
想
と
し
て
も
、『
徳
川
実
紀
』
明
暦
元
年
十
二
月
晦
日
条
に

九
条
故
摂
政
道
房
公
の
息
女
を
も
て
、
高
田
御
方
養
女
に
せ
ら
れ
、
松
平

越
後
守
光
長
の
子
下
野
守
綱
賢
に
め
あ
は
す
べ
き
む
ね
仰
出
さ
る
。

と
、
道
房
娘
高
田
御
方
（
勝
姫
）
の
養
女
と
な
り
、
越
前
松
平
家
・
綱
賢
へ
入

輿
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
道
房
の
娘
は
、
系
図
で
は
兼
晴

室
・
松
平
綱
賢
室
・
東
本
願
寺
光
晴
室
・
浅
野
綱
晟
室
・
同
継
室
と
な
っ
た
五

名
が
確
認
で
き
る
。
夫
た
ち
が
寛
永
十
二
（
綱
賢
）
～
十
八
年
（
兼
晴
）
生
ま
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れ
で
あ
る
の
で
、
相
応
の
年
齢
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
婚
礼
の
た
め
の

祝
品
で
あ
っ
た
か
、（
よ
り
上
位
の
婚
姻
関
係
を
目
指
し
て
の
）
交
渉
の
た
め

の
品
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
九
条
家
か
ら
武
家
に
贈
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
可
能
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。

絵
巻
の
題
材

　

で
は
な
ぜ
「
絵
巻
」
は
源
氏
物
語
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
も

世
に
知
ら
れ
た
文
学
作
品
で
あ
り
、
絢
爛
た
る
絵
巻
に
も
っ
と
も
相
応
し
く
題

材
と
し
て
申
し
分
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
源
氏
絵
を
題
材
に
し
た
調
度
は
い
く
ら
で

も
あ
る
が
、
京
狩
野
派
と
幸
家
の
関
係
で
言
え
ば
、
す
で
に
こ
の
「
絵
巻
」
よ

り
先
に
興
味
深
い
品
が
あ
る
。
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
狩

野
山
楽
画
「
車
争
い
図
屏
風
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
九
条
家
旧
蔵
品
で
あ
り
、
川

本
桂
子
氏�
は
本
屏
風
（
も
と
は
襖
絵
）
を
慶
長
九
年
の
幸
家
と
完
子
の
婚
礼
に

伴
う
作
成
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
川
本
氏
は
、
本
屏
風
の
画
中
に
三
葉
葵

紋
の
武
家
の
姿
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
先
の
四
葉
葵
の
直
衣
と
通
ず

る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
源
氏
本
文
を
す
べ
て
書
き
記
し
た
「
絵
巻
」
の
特
殊
性
を
考
え
る
と
、

優
良
な
テ
ク
ス
ト
を
求
め
る
人
物
へ
の
贈
り
物
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
は
し
ま

い
か
。
そ
の
と
き
に
、
本
論
前
半
で
述
べ
た
ご
と
く
、
幸
家
が
「
源
氏
伝
受
」

を
受
け
た
存
在
、「
稙
通
の
孫
」
で
あ
る
こ
と
が
生
き
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　

源
氏
物
語
伝
受
に
関
し
て
言
え
ば
、
後
水
尾
天
皇
の
源
氏
講
釈
が
『
隔
蓂
記
』

万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
七
月
十
八
日
条
「
今
日
者
源
氏
物
語
之
御
講
尺
故
予

急
令
退
出
也�
」
あ
た
り
か
ら
始
ま
り
、
翌
年
烏
丸
資
慶
・
中
院
通
茂
に
源
氏
切

紙
伝
受
が
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
は
限
ら
れ
た
人
の
た
め
の
も
の
だ
っ

た
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
幕
府
側
で
そ
の
よ
う
な
伝
受
に
触

れ
る
機
会
の
あ
る
人
物
は
お
そ
ら
く
い
ま
い
。
源
氏
学
の
泰
斗
・
稙
通
の
孫
の

「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
も
相
俟
っ
て
源
氏
物
語
を
選
択
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、
前
半
は
九
条
幸
家
の
源
氏
物
語
伝
受
に
つ
い
て
「
伝
受
状
」
を
中
心

に
論
じ
て
き
た
。
九
条
家
の
文
学
事
跡
は
目
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
幸
家

か
ら
道
房
に
と
源
氏
伝
受
が
行
わ
れ
、
家
の
学
問
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
資
料
を
掲
示
し
た
。

　

後
半
は
、「
幻
の
絵
巻
」
詞
書
筆
者
の
一
人
、
九
条
家
家
司
源
（
矢
野
）
利

長
に
つ
い
て
考
察
し
、
併
せ
て
成
立
年
次
を
考
え
、
桐
壺
巻
に
あ
る
と
さ
れ
る

奥
書
の
補
強
を
し
た
。
ま
た
制
作
理
由
と
し
て
は
、
将
軍
代
替
に
よ
る
幸
家
・

兼
晴
の
江
戸
下
向
を
期
と
し
た
幕
府
方
へ
の
接
近
手
段
と
想
定
し
た
。
ま
た
後

西
天
皇
と
と
も
に
武
家
方
に
近
し
い
関
係
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
血
縁
関
係

の
強
化
を
視
野
に
入
れ
た
贈
り
物
で
あ
っ
た
と
推
測
し
た
。

　

そ
し
て
終
わ
り
に
幸
家
は
絵
巻
を
な
ぜ
源
氏
物
語
に
し
た
の
か
、
前
半
の
伝

受
に
則
し
て
考
え
た
。

　

幸
家
差
配
の
「
絵
巻
」
と
杉
原
盛
安
の
関
与
、「
絵
巻
」
本
文
と
九
条
家
の

所
持
し
て
い
た
源
氏
物
語
本
文
に
つ
い
て
な
ど
問
題
は
山
積
し
て
い
る
が
こ
れ

ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
⑴　

井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
後
期
』
改
訂
新
版
（
明
治
書
院　

一
九
八
七
年
）。

⑵　

反
町
茂
雄
氏
編
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』W

indow
sX

P

版
（
八
木
書
店　

二
〇
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〇
二
年
）。

⑶　
〈　

〉
は
小
字
・
割
書
を
示
し
、『　

』
は
割
書
の
中
の
割
書
を
示
す
。
以
下
同
じ
。

⑷　

伊
井
春
樹
氏
編
『
源
氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典
』（
東
京
堂
出
版　

二
〇
〇

一
年
）。

⑸　

神
道
大
系
編
纂
会
編
『
神
道
大
系　

神
社
編
八　

賀
茂
』（
神
道
大
系
編
纂
会　

一
九
八
四
年
）。

⑹　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
史
料
』
第
一
〇
編
之
二
五
（
東
京
大
学
出
版
会

　

二
〇
〇
六
年
）。

⑺　

群
書
類
従
』
十
七
輯　

三
一
九
（
続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
七
八
年
）。

⑻　

な
お
、
書
陵
部
に
は
九
条
本
が
多
く
入
っ
た
が
、
こ
の
土
佐
光
茂
画
紫
式
部
像
は

確
認
で
き
な
い
。

⑼　

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
九
条
家
文
書
』
一
（
一
九
七
一
年
）。

⑽　

な
お
、
こ
の
二
所
は
東
福
寺
普
門
寺
と
三
条
西
実
澄
亭
で
あ
る
こ
と
が
同
（
７
）

九
条
稙
通
記
録
覚
書
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

⑾　

■
部
分
は
墨
滅
。

⑿　

辻
英
子
氏
『
在
外
日
本
絵
巻
の
研
究
と
資
料
』
正
編
（
笠
間
書
院　

一
九
九
九
年
）。

⒀　

小
嶋
菜
温
子
・
小
峯
和
明
・
渡
辺
憲
司
氏
編
『
源
氏
物
語
と
江
戸
文
化
―　

可
視

化
さ
れ
る
雅
俗
―
』（
森
話
社　

二
〇
〇
八
年
）。

⒁　

辻
英
子
氏
編
『
日
本
絵
巻
物
抄
―
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
―
』（
笠
間

書
院　

二
〇
〇
二
年
）。

⒂　

小
嶋
菜
温
子
氏
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
覚
え
書
き
―
室
町
期
・
近
世
初
期
の

『
源
氏
物
語
』
享
受
史
か
ら
」（『
立
教
大
学
大
学
院　

日
本
文
学
論
叢
』
八　

二
〇
〇
八
年
八
月
）。

⒃　

栄
厳
の
略
歴
、
文
化
活
動
に
つ
い
て
は
海
野
圭
介
氏
「
随
心
院
門
跡
伝
来
の
歌
書

類
と
九
条
家
」（『
小
野
随
心
院
所
蔵
の
密
教
文
献
・
図
像
調
査
を
基
盤
と
す
る
相
関

的
・
総
合
的
研
究
と
そ
の
探
求
』　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

二
〇
〇
五
年

三
月
）
に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
省
筆
す
る
。

⒄　

正
宗
敦
夫
編
纂
校
訂
『
地
下
家
傳
』
覆
刻
版
（
現
代
思
潮
社　

一
九
七
八
年
）。

⒅　

反
町
茂
雄
氏
編
『
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
日
本
絵
入
り
本
お
よ
び
絵
本
目

録
』
増
訂
再
版
（
弘
文
荘　

一
九
七
八
年
）
に
よ
る
。

⒆　

田
口
榮
一
氏
「「
末
摘
花
」
絵
巻
に
お
け
る
物
語
の
絵
画
化
―
源
氏
絵
場
面
選
択

の
意
識
と
そ
の
造
形
化
の
一
考
察
（『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
』　

至
文
堂　

二
〇
〇
〇
年
十
一
月
）。

⒇　

新
聞
報
道
に
よ
る
。
注
⒂
参
照
。
な
お
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
現
在
、http://

opi-rina.chunichi.co.jp/topics/20080521-4.htm
l

に
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

も
確
認
で
き
る
。

�　

注
⒀
鼎
談
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
求
め
て
」。

�　

五
十
嵐
公
一
氏
「
九
条
幸
家
と
京
狩
野
家
」（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
『
塵
界
』

一
七　

二
〇
〇
六
年
三
月
）。

�　

黒
板
勝
美
氏
・
国
史
大
系
編
修
会
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

徳
川
実
紀
』
第
四

編
（
吉
川
弘
文
館　

一
九
六
五
年
）。

�　

黒
板
勝
美
氏
・
国
史
大
系
編
修
会
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

続
史
愚
抄
』
後
編

（
吉
川
弘
文
館　

一
九
六
六
年
）。

�　

川
本
桂
子
氏
「
九
条
家
伝
来
の
車
争
い
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
山
根
有
三
先
生
古
稀

記
念
会
編
『
日
本
絵
画
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
九
年
）。

�　

赤
松
俊
秀
氏
校
註
編
『
隔
蓂
記
』
復
刻
（
思
文
閣
出
版　

一
九
九
七
年
）。

附
記　

小
嶋
菜
温
子
氏
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
特
集
「
源
氏
物
語　

一
千
年
の
旅
～

二
五
〇
〇
枚
の
源
氏
絵
の
謎
」
な
ど
、
御
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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